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２ 将来見通しと都市構造上の課題整理

２-２ 都市構造の将来見通しの評価 

（１）評価方法 

生活利便性の評価の観点から、「都市構造の評価に関するハンドブック（平成 26 年８月国土交通

省都市計画課）」（以下、ハンドブック）に基づき、本市の都市構造を評価します。 

ハンドブックに基づき、各都市機能の徒歩圏を 800ｍ、駅の徒歩圏を 800ｍ、バス停の徒歩圏を

300ｍと設定し、都市機能の徒歩圏によりカバーされている人口の割合（徒歩圏人口カバー率）を

求めることにより都市構造の評価を行います。 

 

【徒歩圏人口カバー率の算出方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①各施設の徒歩圏に含まれる面積を 500ｍメッシュごとに計測します。 

 

②メッシュの面積に対する計測された徒歩圏に含まれる面積の割合を算出し、これに

各メッシュの人口を乗じて、メッシュごとの徒歩圏内人口を算出します。 

500ｍメッシュ人口（a１）×当該メッシュ内の徒歩圏面積割合（t１/T） 

＝当該メッシュの徒歩圏人口（Ｂ１） 

 

③メッシュごとの徒歩圏人口を合計し、各施設の徒歩圏人口を算出します。 

各施設の徒歩圏人口＝ΣＢ 

 

④市全体の人口に対する各施設の徒歩圏人口の割合を算出します。 

各施設の徒歩圏人口 / 市全体の人口＝徒歩圏人口カバー率 
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表 都市構造の評価に関するハンドブックにおける現況値の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（都市構造の評価に関するハンドブック（国土交通省）より） 
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２ 将来見通しと都市構造上の課題整理

 

さらに、現状の都市構造の評価とあわせ、将来の都市構造の評価を行います。 

将来の都市構造の評価のベースとなる人口はコーホート変化率法に基づき算出した令和 22 年時

点の 500ｍメッシュ別人口とします。 

また、現在の都市機能が今後も立地し続けるためには、下支えとなる周辺人口が不可欠です。ハ

ンドブックにおいて、人口密度と生活サービス施設（医療、福祉、商業）の存在確率との関連性が

示されており、都市施設周辺の人口密度が低下した場合、施設を維持することが困難となることが

推計されています。 

都市施設周辺の人口密度が 20 人/ha 未満となった場合の存在確率は、医療施設で約 20％、福祉

施設で約 20％、基幹的公共交通で約 30％と存在確率は低くなっています。商業施設では、20 人/ha

を境に急激に存在確率が下がることから、人口密度 20 人/ha 未満の地域に立地している都市機能

については、令和 22 年時点で消失すると仮定して、都市構造の評価を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）人口密度（人/ha）は、500ｍメッシュ単位の人口密度を用いています。  

注２）500ｍメッシュであれば町丁字単位の指標推計に用いても妥当であると判断しました。  

（都市構造の評価に関するハンドブック（国土交通省）より）  

図 人口密度と都市機能（医療、福祉、商業）及び基幹的公共交通の存在確率との関連性 

 

メッシュ別封鎖人口の推計

（将来人口密度） 

令和２年から 20 年後の都市

機能の立地想定 

20 年後の都市機能の人口

カバー率算出 

人口密度と都市機能立地の関係 

・本調査では人口密度 20 人/ha 未満のメッシュ内の施設は消失として想定 
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【令和 22 年における都市機能及び公共交通の想定】 

令和 22 年の都市機能の立地状況を前述の条件に沿って予測しますと、市街化区域内は工業系

の市街地や縁辺部の一部の地域を除きおおむね 20 人/ha 以上の人口密度が維持されるため、消失

する施設はあまりみられません。 

一方で、市街化調整区域では、ほぼ全域で 20 人/ha 未満の人口密度となってしまうため、維持

が困難であると予想され、市街化区域に隣接する地域では一部徒歩圏（800ｍ圏）に含まれる地

域もあるものの、多くの地域が徒歩圏外となり、都市施設の利用が難しくなると予想されます。 

以下、各都市機能の市街化区域内での徒歩圏の充足状況について、整理します。 

 

〈商業施設〉 

商業施設の立地想定図をみますと、市街化区域はおおむね令和 22 年においても商業施設の徒

歩圏（800ｍ圏）にカバーされます。 

 

〈子育て支援施設〉 

保育施設の立地想定図をみますと、商業施設と同様に、市街化区域はおおむね令和 22 年にお

いても保育施設の徒歩圏（800ｍ圏）にカバーされますが、三河一宮駅東側や八幡駅北側におい

て、利用が難しくなると予想されます。 

 

〈高齢者福祉施設〉 

高齢者福祉施設の立地想定図をみますと、上記の施設と同様に、市街化区域はおおむね令和

22 年においても高齢者福祉施設の徒歩圏（800ｍ圏）にカバーされますが、音羽支所周辺にお

いて、利用が難しくなると予想されます。 

 

〈医療施設〉 

医療施設の立地想定図をみますと、上記の施設と同様に、市街化区域はおおむね令和 22 年に

おいても医療施設の徒歩圏（800ｍ圏）にカバーされますが、国府駅南側や、御津支所周辺にお

いて、利用が難しくなると予想されます。 

 

〈公共交通施設〉 

バス停の立地想定図をみますと、上記の施設と同様に、市街化区域はおおむね令和 22 年にお

いてもバス停の徒歩圏（300ｍ圏）にカバーされますが、名電長沢駅周辺、愛知御津駅西側の地

域において、バスの運行維持が難しくなると予想されます。 
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図 将来の商業施設立地想定図（令和 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来の医療施設立地想定図（令和 22 年） 

※豊川市民病院は市が積極的に維持を図る施設であるので、将来も維持すると仮定します。


